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雲仙の火山性土に関する研-究(第1報)

']:;'1111岳東北部の火山灰土壌の粘土鉱物料
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Studics on Volcanogcnous Soil of、Unzcn Volcano (Part 1) 

Clay mincrals 01' volcanic ash soils in the east northern district 01' U nzcn volcano 
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Su茸lunary

This papcr clcal日withclay mincrals 01' Unzcn Volcanic ash soils which clistributc in 

thc east northcrn part 01' Shimabara Peninsula， Nagasaki PreICcture. 
The chie1' clay 山 ncralin the clay 1'raction ( <2 p) 01' the soil日wasAllophane， but ma町
kincls 01' crystalline clay mincrals werc recognizecl rclatively in large amount when C0111-

parccl with their kincls ancl amount in clay 品、action01' COm111011 volcal1ic ash soil. These 

crystalline clay minerals w目 eKaolinite ancl Vermiculite (AトVermiculitc)and both wcre 

1'ouncl in almost samc amount. Othcr clay minerals includecl were Chloritc， Gibbsite， 
Illitc ancl Imogolite. Imogolite was detcetccl in the soils which containcd rclatively a 
little humus. 

Dominant primary minerals founcl in thc clay fraction (く2ft)were C出 tobaliteand 
QuartzうandFelclspars was also cletectecl a littlc. 

The avcrage weight los5 01' clay with alkali treatments (de1'erratiol1 1'ollowecl by 2(10 
NaZC03 ancl 0.5 N NaOH treatments) w孔S60(/，，0のl'the total. 

l緒 言

わがi設には火111と見なされる 111が200余り存在し，活火山の数は全世界の活火山の1096にもふ、

よぶといわれている.したがって，これらの火山に出米する火山灰土壊が，北は北海道から市は

九州に.32るまでjよく分布し，その分布而積は会1後地の8.496にも桁当する.

このような火山灰土壊は段の生産法機としては劣J邸であり，!:l三歳カl吐きわめてf尽く，生産さ

れた作物の品質もよくない.それゆえに，火山灰土峻の;市tti立の改殺についてこれまでも多くの
研究がなされてきた.

火山灰ニ1:峻の~._.般的な tl: Pl 1 -Gl としては ， (1))1肉納を合み， *rlしようで多孔Eせな組織をもって
いる. (2) pHは比較的向いが， f茂換性j拡必のfi;-l誌が非常に少なく， i会[1i!i飽和皮が低い.また，

ホヌド研究は内;!iliii'1学中l乙九州大学i奨学部土i災学教家において行なったものである電

fオバJf究の*好はl昭和4511ミ4n，日本二卜.液肥料学会夜間大会で発表した.
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ばん二台院が強く，りん酸吸収係数も大きい. (3)粘土鉱物の秘類は~h\Hiî の Allophane が主主主な

ものとなっている.などがあげられる.

しかし，これらの性質が火山沃土撲の普滅的な性質であるとはいえない.何故ならば， "r:代の
新らしい火山灰土液中には，設換性境基を多く fとみ， 111制:に近い反応を示すものがあり，またJ!I1¥

化年代の長いものには，粘土1'1:1にAllophane合j誌が非常に少ないか，あるいは全く1iiれないも

のすら認められているからである.

このような火山Eたこと撲の性質の相巡は I~~tIf:I jJ)jiの岩石学的総成， I~HI\!協の風化年代， :Lt色彩，与r~紛

状況，排水条件， 1fÈI~ ，気候などの土j食生成間二子の巡いにより生じてくると考えられる.

議11h火山性土の噴出源はかなり多く，噴出時期も異なっている. .]t1111火山の火山活動はふ、よそ

次の 4つに分類7) される.

( 1 )もっとも絞らしく，戸11蹴 i止のものとされている関見岳，許賢岳を I~'t11:¥泌{とする普賢JUJ火山

活動 (2)洪積11tの求郊のものとされている舞岳，矢岳を噴出源とする九千部米寄生火山活動

(3)九千古I1岳，吾妻:岳， 1完結111を噴出泌とする九千部火山活動 (4)もっともI!Iいとされている

高rii，絹笠111を噴出源とする高HiJU]火山活動，さらにこれらの火山活動によって噴出した取積物
の数総状況，組成などに大きく影響を及ぼしていると忠われるものに，昔賢岳噴火，いわゆる

r新1JLの溶岩I5It8)がある.すなわち， 1792"ドに石英安111お， il:AJ.災約機おを::t念!手殺とするJiu111が，
詐'f~岳の I~'t火によって局j ];2lL，そのii，j抜物が 101王1112にわたって多数の111州や氏家を桜ったと伝
えられているものである.

以上のように， ~at1lh火山に白米する火山税ニヒは， I~'t l1i源が災・なるために噴出物のJiLf~t :1)， i7c :L'よ
び分布絡凶が非常に複雑な機相を示している.

島際半島の東部地域は長崎県の主要な畑作地帯であって，雲仙火山に由来する火山性土(火山

灰，火山T!':l、，火山燥など)が広く分布している.これらの火山性土地fi?で-品躍の良好な作物を生

産し，かっ収鼠をあげるためには，火山氏土tmの理化学的佐賀，粘土の性状.:b'J:び鉱物学的組jえ

などを十分に把握し，農業の佐藤カを解析することが重要な意義を狩っと云えよう.しかし，本

地~Hj: のごi二壊についての系統的な研究は少なく， 2， 3の報告5，D.10) があるのみで，今後解明しなけ

ればならない線泌が多い.

水銀では， ?s1lhlfi京北部j也域に分布する火11IJポ:1:J;殺の粘J二鉱物について十日:なする.

n 供試土壌および実験方法

1. 供試土壌

供試土壊は島原rl1油掘，有1!flIUJ森閑j司、よび有明IUJと島原rliとの境にあるぬの{怖の 3カffrの二k域

総rr荷から，合計23}誌を採取した.

2. 粘土鉱物の再定法

A. 試料の鋼製法
風乾出mニ!二を6PZの HZ02で処理して有機物を除去し，音波発生装i設 Uif:ikl践の UR-150P担)
で資波処取を行ない，酸またはアノレカリで分散させてく2pのねじiニは沈降法により，く0.5μ の

粘土は迷沈法により採取した.

B.X線路析
く2pの粘土については Mお波RA& JACKSON ~1と 11) で遊離酸化物を除去し， JAcKsm司法12)にし
たがって潟製した粘土を定方1立にして，Geigerfiex (理学電機製)を万iいて粘土鉱物を同定した.

な.:b'， Kaolinite (001)とChlorite(002)との区別は， Jj[J熱処援と Hydrazine処理13) とを併mし
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て判定した. Chlorite (002) と Metahalloysite(001) とのほ別は SlowScanning法で行なった.

C. 示義熱分析

も'i::I二を Mg-Clayにし O.2gの試料について示熱分析装置(理学屯機製の卓上製)を用いて

測定した.

D. 赤外線吸収スペクトル分析

く2ftの粘土について， (1)逝:南If.般化物てと除去したもの， (2)j援隊酸化物削除去後， 0.5N Na-

OH処J!u.14)による不治解部分の 2つのスベクトノレシよび (3 )0. 5N  NaOH  rlJ溶部分の示諜ス

ベクトノレの 3 つを I~I 記赤外線分光光度計(日本分光製 IR--S !52)をmいて， KBr錠剤法により
測定した.

E. 電子顕微鏡による観察
く0.5μ の粘土について遊離般化物を除き， f弘子顕微鋭(1:1*'，立子製 ]EM-lOOB製)を用い

て観察した.

F. アルカリ処理による溶解損失騒
く::'2μ の粘土について， 11見鉄処1IU.による溶解1H火Iiiは MEHRA& ]ACKSON法11)，2タdNa2COa 

処犯による終解損失況は ]ACKSON法12>， 0.5N NaOH処収による溶解損火泣l注目ASHIMOTO & 

]ACKSON rl~14) により IJW:心した.

III 結果と考察

1. 供試土壌の断歯形態の特徴

供試ニヒ綴断}扇形態の特徴は第11なiおよび第H支lζ示したの

3 つの土綴断fílÎとも!潟村[~?すんだ忠椀色の間が k部に， 1，泌総の少ない例Eの!貯が iご郎に対とな

って輪恕!の形態をとり，第4崩かあるいは第 5Jf?iには，ち密度の大きな“ヵ、しの災脳内)が認め

られた.

れIi幼H ，森!尚の 11立ド 1!"ì;Ìo、よび~;，\の l怖のi:íO Jf"I(立脚村{をほとんど合まない政初色のill1'，ljiな!討となっ

てい7こ.

Aburaboct Morloka lIan礼nooaki

Layer ft'噌ぜ官官"明 Color Humus 1 ~7 .5YR3/2 moderat巴 .SYR3/4 modernte 

7.5YR4/4 a little ゐ

5YR2/Z moderate 2 69~ 5YR1!2 much 
7.5YR4/th a lit tle 3d 11 5YR4/13mo d e r a E G 

120~' 16 

10Y民3/2占 much 6 k¥¥¥¥¥¥l 5YR2/2 moderatc 5 ・5YR4/3 modcrntc 

10YR3/Zmoderate 170 6 NNぶ入1¥17.5YR2/2 much 
7 I 17. 5YR5/6 a litllc 

Sca lcvcl __ ~ s350r---17. SYRS/6 abGcnt 
210m Z lo m 37  

K : Kashinomi Laycr 9 I t 5Y京5/6 abse.nt 

闘;'Blllck-Darkbrown 叫 or 10竹 山山6 .absent 

5YR5/8 absent 

12 17.5YR6/8 abaent; 

Fig. 1 Soil profiles， 
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Table 1. Description of soil profiles， 

Description 

J茶色の目立111(1:-C， 1擦の認められないlfli
:込色の!向指lUニで{絞ーがなく，上、脳よりfyi的支がやや大きい}渋

11tHぬ色で Jf滞納を~み， 'I~H\\化，三j生 f1J の調1I，小， '1，~業を{l;-'Mrl
*Sl到なJrJ
IIfi初色で脇村(に'/;¥"み，~V'J;[\\ イヒ， 'H与のお11，小， q，~絞を1ì"tr， 
ち絞j交の大きい“かしの災Ju専門

J;I~鈎-g;で j潟級にやや '111"み半 l並立イヒ， '1モjlJの調1I， 小， r!'lI壊をPc-tr
Ji7i 
E足J.i'.t~f~色で腐摘は殆んどなく，
}滋

。一一 55 

55--85 

85…125 

145ー←200

125-145 

-A
の
L

内。

4 

5 

Sampling site 

Aburabori 

火， IjrJ擦に叙んだil1f，liなII， 

~.u 1お{.i?で!災総に 'j;\， み， ~撲の i認められない約

fふIIちで郎総をかみ，ち~宇'iI交が小さく， u燃の認められないIf'i

j応対むで総長官にややむ{み，燃の泌め 1')れないIvi

IIIHふH与で燃似を合み， 、l"I!f¥¥ィヒ， モ1'-frJのお11，/J、， '1'燥をf;;-か!係

官封筒むでj潟似てと~み， 、1'，!1¥¥{ヒ， 、11.，JfJのliィi，uIA・が泌め1')*1 
るち Wil交の大きな“かしの:J~11Yì"

JJ~初{与で燃紋にじ\d弘， 半11¥¥イヒ， 、i生fむの/J、， '1'j隊合;iTtrifti 

l別枠H与で:-J(lSMがなく ，Td誌が認められないJ¥*.'iなiJYi

0-14 

14---45 

45… 74 

74 90 

90…115 

145 176 

176一一

200… 6 

，BBA
つ'
M
q
δ

点は

1
p
b

Morioka 

1I{1Fpj色で脇村iを{i;み，
s-tr劫il'J'iJi'li 
以下ぬ色で!潟Mに'Rrtr災の袋二i二
赤初色で料値 ~ftみ，ち終iI交の小ざいfI'~

!;1l;i)予約色で!潟絞に7irみ， ネ!孔イヒ， 、ド f~ の /J、. rl'燃を:{l;-かj必
初色で月議総'tr1甘み， ~I生 J!l\\ イヒ， ~f-ffJのi毛布， 7f.i災を合trち1'1'，'1交
の大きな“古、しの実li'1j"

思褐色で腕fl立に前み， ~I"J!Û\イヒ，ネタj のお1I， /J、， '1:1j淡をs-trJ沼

紛sで}肉泌が非常に少なく， ilH8な!Jvi

IYI総色で!おもIfがなく，半風化，風化~ドf司の調11 ， /J、， '1-'燃を
合む1i1i
W'初ß-c nilì主任がなく，僚の it~められないJfii

絡むで!liHIながなく ，!llS朽浮イ"スコザヤふ、よぴIej包のギプサ
イト古~qf忍められる J{íi

治;>>.)1会で

椴包で

ヰミ];f¥¥イヒ， 、Hむのお11，小l議LL-J、びY71iをo -47 

47 69 

69--118 

1J8…160 

160 -205 

205--270 

270…350 

350…375 

375 450 

450--480 

6 

7 

つム

q

δ

A

A

a

F
同

υ

po
ゥ，

Q
U

9 

10 

Hananosaki 

fノ180--517 

517… 

11 

12 11 

二ヒ主義調公法l土地jJ保全1;:えによる.

ぬのi除の第 lW1は{むのまlli点の第u同と災なっていた.すなわち，この!授は岩片などが乱雑に調
入していて，崩山のjJ)J妓の影終を受けたのではないかと考えられる.また，1ネのi崎の第7)間以ド

のJiYii立区分ははっきりしない， )1関絞は殆んどなく，二uちは赤禍{3乃奈はf電機色を思し， J滋f立開に
はこヒ色による差は認められない.地表而から 4，5m以下のI!'?iすなわち，ヨnOIi'?i以ドには腐朽浮石
やスコリヤが多く含まれ，また小さい[ililねした1'1色の Gibbsit巴が多数認められた.

2. 粘土の性状

A. X線四析

第2，3， 4関は X線[tiIj)f隠iで， 第2表には;討紡U仇;1品5弘1作普性1:*1宇為村ijkl

た.第2表の鉱物の1ft}定は:1:としてxffi~lmt汗によるもので，方ミ混然分析のあii来も ~:flニカ[J~とした.

、".". 〆.、
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火"'1掛け二機の粘土鉱物については，火山灰が風化して Allophaneを生じ ，!Jiに Halloysite に

変わっていくという風化系列が従米，広く認められていた15-18) 官盟fら17，10，20)は火 IJlJj足土峻の

あ'iJ二鉱物は*Hi'，.j;な条件にある場合は別として， i1lf:iill Allophaneと Halloysiteからなると述べて

いる.…)j，古1"*21)は火山灰ニi二J:Jl)rjlに Vermiculite乃五はこれに鎖似した 14A鉱物が存在する

ことを指摘している. 11~'JI: ら 22 ， 2::1)は点 jじ・北海道の火 1111災土岐の・品iidli性粘土鉱物は Kaoline

鉱物ではなく， 2: 1裂鉱物であると述べている.

第2表に示しているように，泌泌i捌のこ主巳琵な車訂lJω!

2烈桜の K王aolir叫1註itぬ巴てで， f他也に 1口llit低e，Chlorite， Gibbsite， Imogoliteが合まれていた.Vermiculite と

Kaoliniteは同lir程度合まれ，第1，2， 3般のj二t.i)J~ì に多く，第4 ， 5Jlyiので郎防には少なかった.

Montmori11oniteは認められなかった.

第 2~1 はおh期第 1 J授の X 線踏折 I~Iである。

Vermiculite は K-clayの風乾物の X線開折では，本米lOA のピークてと示すが，この間折I'!?J

では 14Aのピークを示し， I五\~'fの加熱潟皮が上昇するにつれて次第に 14Å のピークが減少し，

.々06

7.13 

。
14.2A 

K酬clay

air dry 

105αC 

3500C 

5500C 

30 25 20 15 10 5 3 
29(Cu Kα) 

Fig. 2 X-ray cliffraction pattcrns ofく2μK-claypreparecl 

介。ll1lhc first laycr冶fAburabori soil. 
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5500C加熱処思による X i(~~間折 I~l では， 14Aの Chloriteをと践して 10Aに移行し， 10Aのピー

クが顕著になった.このことは， JKl~):吃物の場合附!iIJ にあった Al と H20 のため 14A のピークを

示していたのが，加熱処理により H20が追いwされてlOAに収納し，元からあった 10Aのピー
クが駒大したものと考えられる.したがって， VermiculiteはAI-Vermiculiteと云える.

第3区l!'ii1lJ減策 2間の紘一J::.について， Hydrazine処磁を行なった X線開折関である.

7.1 

。
14.2A 

K田 clay

air dry 

Hydroz.ine 
treatment 

15 10 5 :3 
29(Cu Ko) 

Fig. 3 X-ray dufraction pattcrns for theく2p1心clayprcparcd from the 

second Iaycr of Aburabori soil showing cffect 01' hydrazinc 

trealmcnl. Thc under pallcrn inclicalcs lhc changcs in thc 

rclalivc inlcnsily 01' lhc difli'aclion pαtk al 7 A and 10人inthc 
hydrazinc inlcrcalalion proccclurc. 

7Aの Kaolinite(001)のml折ピ…クと Chlorite(002)の1m折ピ…クとを[又別するために， ttl 

mらのJj'(1cで Hydrazine処理を行なった.
無処理の X線開f引きiでは 7Aの強いピークを示していたものが， Hydrazine処潔により 7Aの

ピークが減少し 10Aのピークが土日:大した. これは Hydrazine処翌日により照z問に Hydrazineが入

り， lOAに!影以した結果である.これにより， UJIらかに Kaoliniぬが含まれていると云える.

第 4~1 は対ll :Yili第 31闘の X 総凶折協i である.
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14.0A 

K-clay 
alr dry 

" 105
0
C 

350
0

C 

30 25 20 15 10 5 3 
2e(Culくα)

F吋I'i勾日.ι X-l信寸イ引rれ山命三1川tβ川1ηydi川i口li凶停三羽acけ川1“1111日1P川J礼川III加c引r川 0ωi 
fi'Olll thc thiむrcllaycr of j¥burabori soil. 
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この凶で風乾物の場合， 14.λ の強いピークと 8.4Aの弱いピークが認められたが，試料を 105

OCに加熱すると 14Aのどークが減少し， 19.6Aのピークが認められるようになった，試料を更

に5500Cに加熱して X 線!日i折を行なうと 19.6λ のピークが完全に消火した. これらのことは
Imogoliteの X 総関折の特徴2.1-201 と一致する. したがって， Imogoliteが合玄れていることは

切らかである.

もii土Ijlの一次鉱物にはかなり多くの Cristobalitej況よび Quartzが含まれていたが， Feldspars 

は倣かに合まれていたにすぎない.CristobaliteとQuartzf立第1，2!f!iに多かった.

語系i渇の紡af，t!:粘土鉱物の:主体は， ilhJ;lilIとIIiJ織に VermiculiteとKaoliniteで，問殺は滋:(1'1にほ

とんど矧じであり，会j立jにiをまれていた. f自にIl1it巴， Chlorite， Gibbsiteが含まれ， Imogoliteは

第S阪にのみ認められた.VermicuHteはAI-Vermiculiteであった.

森梢とが!織とのねiニ!二鉱物を比較してみると f設的には森 i沌の '}jが多かったが，被~~i には主主:は認

められなかった.

一次鉱物は Quartzが段も多く，次いで Cristobaliteで， Feldsparsが僅かに認められたにす
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Mincralogical composition ofく2p clay fraclIolls. Tablc 2. 
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~7J穏には Metahalloysiteが倣かに認められた.

第n間以下では，第 9I留を除いて給品性粘土鉱物の合法が少なかった.第 9)滋には結品粘土佐
鉱物の合f査が多く，とくに HydratedHalloysiteが他の)認に比らべて非常に多かった.これについ

ては，理由は切らかではないが，後述するように Allophane合;立が非常に少なく，アノレカザ処理

による波WHT1失i誌が少ないことなどから，安11.1;討のiljl杭二1-が浪人したのではないかと思われる.
一次鉱物は Quartzが最も多く，次いで Cristobaliteで， Feldsparsが僅かに認られた.Quartz 

bよび Cristobaliteは上郎j時に多く， FP部}践に少なかった.
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全j討に 1~Y(かながら認められることである.

B. 赤外線吸収スベクトル分析

立HIなiは泊制官'53周のあJi!二について， ;1J;外線1¥及I1兄スペクトノレ分析を行なった出ii~!:で・ある.

。同

一一_-
、.tIT'"......-

• r 、.

" U/ 
3520 

OH(H20) COO'欄 Si幽 O醐 (AI)

叩耐酬 ω deferr'1led 

問叩岬哨 O.5NNoOH soluble 

Fig.5 

Inslutle 

Wave number (cm叶)
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betwcen clcferratccl trcatmcnt insolulヲlefraction ancl the residue 

rcmaining after 0.5 N NaOH trcatment of<2/1 fractIon prcparccl 

from the thircl layer of Aburabori soil. 

AI幽o
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一般に火山氏土壌の主張な粘土鉱物は最近まで， Allophaneと云われてきたので，一応 Allo-

phaneの有無を確認するため，赤外線吸収スベクトノレ分析を行なった.

ADLER27)は Allophaneについて赤外線吸収スペクトル分析を行ない，波数800-1225，1500 

-1700， 33001制近の 3カ所にi幅広い吸収携があることを報告し，波数800-1225の吸収裕が Allo帽

phane独得のもので，他の二者は吸着水によるi吸収帯であると述べている.まずこ， f也の報告5，21，

24，28)にも Allophaneの特徴!'ii!数800-1200に*由主い1¥及JIJZ1t~があることだとしている.

池場第3腐の約土から遊離級化物を除去後の不溶解部分と，遊離酸化物を除去後 0.5NNaOH 

処理による不溶解部分との業スベクトノレすなわち， 0.5N NaOHによる縫解部分のスペクトノレで，

波数800-1200にかけて Si…O…Al伸縮振動鎖域に幅広い吸収帯が認められることから， Allophane 

が含まれていると云えよう. itこ控スペクトノレで，波数940と970とのi協にI!'.Iみが認められた.こ

れは背降ら25.26，29)の云う Imogoliteと考えられる.

ぬの崎第 91閣の粘土について赤外線吸収スベクトル分析を行なった結果では， Allophaneは認

められなかったが，他の!閣ではほとんど Allophaneが認められた.

C. 示楚熱分析
第6閣はおh掬i粘土の示法熱ul!線区lである.
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Fig. G DilTcrentiallhcrmal curvcs of<ご2/tMg-clay prcp礼red
from Aburabori soil. 

いづれの!内の示控熱 [!h線にも 140~1500C に，悲しいi放熱ピークと 8500C 前後に発熱ピーク

が認められ， Allophaneの特徴15，21，24)を示した.3200C 間近には全fl1iにわたって， Gibbsiteの弱

い吸熱ピークが認められ，また第3，51自の示1~~ 熱 1111線で425 0 CIQ1 近に，やや l縞広い!吸収;flfが認め

られた，これは Imogalite24，26) と考えられる.

森閑為、よびぬのII!t.Jの示悲熱分析でも，れh#lllの場合と同じ綾瀬の粘土鉱物が認められたが， Gib-

bsiteは泌1mより1i1的にやや多かった. f也に紡，It'，).:¥(がやや低い Kaoliniteが認められた.
D. 耀子顕微鏡による観察
第H訟はおh期第3隠のく0.5μ のあfi:1二のf託子顕微鏡写真で‘ある.

センイ状の物質-が認められた.これは X線分析，示笈熱分析，赤外線吸収スベクトノレ分析の

給糸とあわせて考察すると，明らかに Imogoliteである. Imogoliteは縦縞合:111:の比較的少ない

土機で，有機物i徐去後，酸性側で分散する粘土中に認められた.

E. アルカリ処理による溶解損失盤整

第 3~長は粘ごとについて各植のアノレカリ処迎による治Wf.損失泣を示したものである.

アノレカワ処現による溶解飼うた:ほの測定は， *，fj :l二 rll の主要部分を I11 める ~I:品質成分殺をまn る上で，

ill:喪な窓1吹を持っと考えられる.

脱鉄処理による法解物すなわち，“遊議ffi"酸化欽， )JO水酸化鉄ゃ一昔話の Allophane，アルミナに

相当するものは， 13~2996でかなり多く，とくに油掘に多かった.
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E1cclron micrograph ofく0.;)μ c1ayfi'aclion prcparcd 

from thc lhird 1ayer of Aburabori soiL 

Tab1c 3. Thc wcighl 10sscs wilh a1ka1i lrcalmcnls of lhc く2fl clay fi'aclions. Weighl 10出ι、
indicalc lhe conlcnl of cxlraclable maller wilh a1ka1i lrcalmenls as 'Yr， weight of 
origina1 cla ys. ※ cleferralcd lrcalmcnt※※ 2% Na2CO" lrcalmcnt of rcsiclucs 
rcmaining aflcr clefcrralccl trcalmcnt※※※: 0.5 N NaOH lrcalmcnl 01" rcsiclucs 1・Cln-::UI1-

ing aftcr dcfcrralcd ancl 2% Na2CO" lrealmcnls※※※※・ cliffcrcnccbclwccn origina1 
clays ancl lolal wcighl losses. 
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唱

BB札 fI，: f:t )(~'{: )':!k"r: ::;~ f技第 :36~;. (197'1) 

)J見 ~;k: 処J1H後の銭11:について 296 N乱立CO;J処J1llを行なったiLjイ?の総角Jf物は，)/e，;Allophaneと

JZえられるが， ~手 i判の2:(1 7 hVi， t:Sの11向の第1，7， 911" 1 が10旬以下で少なく，他は10~22手伝で令、iλ

均11((は1496であった.

-'Í'::アノレカリ処燃による淡御物すなわち~ m~鉄処.fiLt， 2タ;5Na2C0;3処 ~'llJ，'よび 0.5N NaOH処J11[

による溶解物には，“j位向j[・"般化鉄， )JII;.K般化鉄や)';レミナ，五n唆， Allophane の他に，品I1・，¥，'，'VI:
*，'j上鉱物の… 'ifll'1.;30) も7rまれているとJ57えられるが， 3地点の2:3の，i，U'1についての淡解約火 iit

l土 47~8296で，、1l.J~J 的に illI持Hが多かった. しかし， t:l¥の附のtim，10， 111Nは75，75， 82クウで多

かった.これは第2，3}交でわかるように， *，!i，'，，'，'1'ゾUI'jL鉱物合i止が少なく，またア/レカリ処.r:1[l，によ

る不溶解物の :Itも少ないことからYi然である. f'IJ i，氏アノレカリ i総角'HH火iitが多いかについては 11 I~' 

検討中であるが， 1二郎Ilvlと/;.):1オ;}"よ UHjJニ鉱物の伎!!x:条件が災ーなるのではないかと1ft;江している.

アルカリ処~mによる不法解物は，平均して4096であった.

摘婆

'..1dlIr IÎ，')，j[北部地域に分布する火 11I以上 J.1~の h'j 1'，鉱物について検札した.

1. :~111r火 111灰 1.:峻のあ'j::1:は AlIophanenであった.
2. 出Nid，'VI:粘土鉱物は{自の火 111以上峻に較べて ~:itおよび州統!が多く， じなあ!i今1:鉱物は1: 1)刊

のKaolinteと2: 1JI~の Vermiculite で， la;j.行l;tj，i] l，[:m皮{tまれ， VermiculiteはAI-Vermiculite

であった， f也に Chlorite，Illite， Gibbsite J"よび ImogoliteなどがII;認められた.

3. 11τlOgoliteはIIJSN(-;'l;"1止の比較的少ないL:J.1ilで，作機物を除去後， ~俊で分散する*，'j 1'，'11に合

まれていた.

4. *品利粘J山i甘jJ-_ソ!リ|ド1の .次虫鋭鉱jL、物lは土 CriすIS討tObe丘11五itω;氾eとQm乱似lrtz

5. あ'jJ:についてのγノレカワ処J11l()]lo欽処.fil[，脱鉄処.fiH後296Na2C0;3 J公よび 0.5NNaOHで

)llriに処):11[)によるj制作損失rit{i立，、jえよ句60ヲsNI立であった.
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